
皮膚病態治療再建学講座 

 
【研究プロジェクト名および概要】 

1. iPS 細胞由来遺伝子改変マクロファージおよび樹状細胞を用いた細胞医薬の開発 

2. 新規核酸医薬を用いた皮膚悪性腫瘍の治療開発 

3. 免疫チェックポイント阻害薬のバイオマーカー探索 

4. 皮膚悪性腫瘍における cell free DNAを用いた新規バイオマーカーの開発 

5. 皮膚有棘細胞癌の新規治療標的探索 

6. 乳房外パジェット病の遺伝子発現解析と病態解明 

7. 低酸素環境における血管肉腫悪性化機序の解明 

8. 膠原病における各種サイトカインおよび細胞外マトリックスの病態への関与 

9. 膠原病および皮膚悪性腫瘍における microRNAによるエピジェネティックス制御 

10. 培養線維芽細胞のサイトカイン応答およびシグナル伝達の研究 

11. 皮膚老化と血管新生、コラーゲン蛋白の代謝機構の解明 

12. 皮膚末梢血管分布の解析  

13. 難治性皮膚潰瘍および重症下肢虚血に対する末梢血単核球移植療法の開発 

14. 先天性表皮水疱症に対する新規遺伝子治療の開発 

15. アトピー性皮膚炎の治療予測バイオマーカー探索 

16. 皮膚エネルギー代謝と老化の連関解明 

 

【教職員および大学院学生】   【メールアドレス(任意)】          【研究プロジェクト】    

教   授 福島 聡 研究の統括 

准 教 授 牧野雄成 8, 9, 10, 11 

講  師 増口信一   2, 3, 4, 5, 12, 13 

講  師 伊方敏勝 9, 12, 13 

特任准教授 梶原一亨（免疫・アレルギー・血管病態学寄附講座） 2, 4, 6, 7, 9, 13 

特任講師 宮下 梓（総合臨床研究部） 1, 2, 3, 4, 14 

助  教 柏田香代 8, 9, 10, 15 

助  教 澤村創一郎 8, 9, 10, 11 

助  教 栗山春香 4, 12, 13 

特任助教 

診療助手 

診療助手 

診療助手 

木村俊寛（免疫・アレルギー・血管病態学寄附講座） 

島田秀一（褥瘡対策室室長） 

坂本佳奈（形成外科） 

入江千明（ICU） 

4, 12, 13 

8, 9, 10, 11 

5, 12, 13 

3, 4  

医員 大塚紗希、島田佳奈子、水谷 望、金子彰良、草場雄

道、長野晴香、中島香織、山村修司、荒木聖菜、樽美佐

央里、一期崎優季、鈴木健久、松永仁美、佐多俊紀、山

村 愛、林 大貴、山本宗太郎、東海堅也、永田沙希、

久保博之、江川清文、澤田利恵、金澤早織、山下智香、

渡邉千夏 

 

大学院学生（博士課程）  一期崎優季 1, 3, 4 

大学院学生（博士課程） 鈴木健久 8, 9, 10 

大学院学生（博士課程） 松永仁美 1, 3, 4 

大学院学生（博士課程） 林 大貴 1, 3, 4 

大学院学生（博士課程） 山本宗太郎 1, 3, 4 

 

【連絡先】  電話： 096-373-5233     Fax： 096-373-5235 

【ホームページ】  http://www2.kuh.kumamoto-u.ac.jp/derm_plas/ 

 

【特殊技術・特殊装置】 



xCELLigence system (Agilent) 

NovoCyte フローサイトメーター (Agilent) 

GetleMACS Dissociator (Miltenyi) 

凍結ミクロトーム LEICA CM3050S  

蛍光顕微鏡 80DM (ZEISS) 

Thermal Cycler DiceTM Real Time System (TAKARA) 

NanoDrop Lite (eppendorf) 

ChemiDoc XRS (BIO-RAD) 

Bio clean bench (SANYO) 

CO2 incubator (SANYO) 
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